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1.はじめに
総合活動型日本語教育とは,聞 ・話 ・読 ・書という四つの形態に支えら
れた総合的なコミュニケーション活動を行うことで,自 分の 「考えている
こと」 を表現で きるようになるという活動です。本稿では,この詳細につ
いては省略 しますが,早 稲田大学日本語研究教育センターでは,1998年度
カリキュラム改訂か ら 「総合」として 「総合活動型 日本語教育」の考え方
と方法を取 り入れ,その成果をあげています。
しか し,目標言語の日本語に対 してなんの言語知識 も持っていないゼロ
ビギナーの場合は,ど のように総合活動型日本語教育が果践で きるだろう
かという疑問の声もあります。
そこで,私 たちは日本語のゼロビギナーに対 して総合活動型 日本語教育
をどのように近づけることができるのかを試みることにしました。
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本稿の対象 となる学習者は,フランスのメンヌ大学(ル マン市)修 士課
程で第二言語 としてのフランス語教育を研究し,早稲田大学日本語研究教
育センター別科日本語専修課程 「総合」 をリサーチするため1ヶ 月間来日
した大学院生(本稿では学習者O)で す。
学習者Oの 滞在期問は2003年1月1日から1月25日までで,彼女には来
日前に了承を得た上,彼 女の滞在期問中に10回(場所は早稲田大学22号館
705研究室,午 前10:30～12二〇〇時まで一回90分)の日本語学習プログラ
ムを実践することにしました(た だ し,実際にプログラムが行われたの
は,7回分です)。
このプロジェク トは,細川の提案に基づいて,崔 ・張が全体の枠組みを
設計し,この設計に基づいて担当を編成し,到達目標を策定しました。本
稿執筆の分担は,1・5(細 川),2・4(崔),3(張)で す。活動担当
については,早稲田大学大学院日本語教育研究科言語文化教育研究室の大
学院生10名の協力を得 ました。
2.プログラムの枠組 と方法
2司 基本方針の設定
本プロジェク トは 「語彙・文型を固定的なもの として学習者に教えよう
としないこと」から始 まります。「総合活動型日本語教育」の一番大事な
ポイントとなる点は,日 本語によるコミュニケーシ ョン活動を中心 とし
て,学習者が 「自分の考えていること」を発信する方法を採用することに
あります。つまり,コミュニケーションを目的とした言語教育 とは,あ る
一定の内容を知識 として教授するのではなく
,学習者自身の中にある,さ
まざまな 「考えていること」を,どのように表現 させるかということを目
的として行われ為ものだ と考えるからです。
学習者の 「考えていること」を日本語で表現 させるためには,あ る一定
の言語知識を教えるのではな く,学習者が何 を発信 したいのかに耳を傾け
て,それを日本語で話せるように支援することです。これが 「総合活動型
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日本語教育」のあ り方であり,「語彙・文型を固定的なものとして学習者に
教えようとしないこと」の意味なのです。
2-2担当の編成
本プロジェク トには,大学院生および細川を含め11名(本稿ではT1,
T2……T11と表記する)が参加を希望 しました。このプログラムでは院生
二人が一組になって,活動を行うという計画を立てました。特に,同 じ組
になる院生は次回の活動ではメンバーが重ならないように注意を払いまし
た。その理由は,学習者より日本語力が優位 にある大学院生達のメンバー
が重なることにつれ,大学院生同士が共有する情報が増えることが,学 習
者に脅威的に作用する恐れもあり得ると考えたからです。つまり,院生同
士が共有する情報が増え,院生二人が学習者○に質問をする角度から脱皮
させ,次 回の活動では院生のメンバーが変わることにより,学習者0と 前
回の活動で会った院生が共有する情報から,他の院生にも質問ができる可
能性を狙いました。さらに言えば,活動中,教 師から学習者への一対一の
質疑応答の形式から抜け出して,参加者同士のやり取 りが行われるような
インターアクションの重要性を考慮 し,このような計画を立てました。
2-3プログラム構成
このプログラムは,基本的には直接法を使って,内容中心 に活動を進め
ることとし,活動内容は学習者0に 日本生活を連想させ,そ の生活を追い
かけてみる状況を設定 しました、
まず,初対面の挨拶,自 己紹介から始め,最 後には学習者Oの来 日目的
である 「総合」授業のリサーチについての感想などが言えることを最終目
標 としました。プログラムの構成の面でも,毎回の活動の 「話題」は各々
関連 して,螺旋を描 くように,「自己紹介」から出発 し,最終 目標の 「『総
合』への感想」に辿 り付 くように工夫 しました。
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プログラムの構成
(90分/10回)
挺覇議(目程)
10(1/23)
(T8十丁11)
9(1/22)
(T2+T7)
課i蕪謡蘂庭簸題護(順番 二下から上へ)
齢 私の感想⑩
8(1/21〉
(T5+T11)
私の将来
吟(得 意なこと)
⑧⑨
7(1/20)
(T9+T'10)
齢 思い出⑦
6(1/16〉
(T4+T8〉
齢 私 の一 日⑥
5(1/15)
(T1+T7)
4(1/14〉
(T5+丁6)
3(1/13)
(T1+T5)
2(1/9)
(T3+T4)
好きなこと・
吟 好きなもの
④⑤
1(1/8)
(τ1÷T2)
あなたのこと・
齢 私のこと(私の家族〉
②③
帥 自己紹介①
2-4教案作成
まず,各 々の 「話題」 につい て各担当者か ら 「教案」 を書 いて もらいま
した。「教案」 の作成 目的は,活 動 を迷いな くスムーズに進行 させ るため
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で はな く,こ の 「話題」 を用い てコ ミュニケー シ ョンする とした ら,ど の
ような文法 ・文型な どが用 い られるかを担当者は予 め把握 してお く必要 が
あ るか らです。つ ま り,そ の文法 ・文 型 などは教 えるため の把握 で はな
く,コ ミュニケーシ ョンの中に自然 に出 るように活用す るためです。そ し
て,こ のようにして作成 された 「教案」は決 して固定的 な もので はあ りま
せん。状況 によって,場 面 によって,可 変的 ・流動的 に用い られる ことに
な ります。
教案 によって当 日の活動 目標 を予め設定 してみ たうえ,そ こか ら活動 内
容,及 び文型 ・語彙 などを振 り返ることに しま した。
2-5活 動進行の報告
本活動では,担 当者が毎 回異 なる ことと,前 回の活動 を振 り返 って復 習
す る ことの 困難 さに備 えて,メ ー リング リス トを活用 す る ことに しま し
た。 「今 日の活 動」 を担 当 した人は,そ の 日の活動 で行 われ た内容 とそれ
についての感想 をメールに流す ことに しま した。それ によ り,次 回の担 当
者 は,前 回行 われ た活動 に対 しフィー ドバ ックす ることがで きる と思 われ
ま した。実際,プ ロジェク トが行われてい るうち に送 られたメールは次 の
ようになっています。
第3回 あなたのこと・私のこと(1月14日〉
学習目標:自分のことを話すことができる。相手のことを質問することができる。
○学習語彙と文型
・語彙(語 彙リス トから):おかしい りょこう 遊ぶ(遊 びに)翻 訳
年 月 週 友達 妹 おねえさん お兄さん 弟
(お酒を)のみます一のみません
わかります一わか りません
はたらきます一はたらきました
きらい おかし
・文型 ・表現:誕 生日,何 をしましたか。○○へ行きました。 誰と(行 き
ました)か 。
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○○が好 きです。何が好きですか。どんな○○が好 きです
か。
○○のどこですか。
*日本語でなんですか。
○学習の流れ1.お 互いに既習事項を使って自己紹介
(名前)です。○○人です。学生です。○○に住んでいま
す。等
2.自己紹介の内容から質問をする
誰と住んでいますか。 学校からうちまで何分ですか。
何 を勉強 していますか・ロンドンで何をしていましたか。
3.自分が好 きなものの話をする
○さんは何が好きですか。どんな○○が好きですか。
○伝達事項Oさ んは適宜ノートをとりながら参加 していました。
・授業最後の5分 を使ってOさ んと 「ボキャブラリー ・リスト」
を作成しました。
〔ノー トに取っていたメモ(主 に語彙)の 確認
「日本語でなんですか」という表現を導入 しました・
自宅でもインターネットを使って日本語を勉強しているとのこ
とです。
・疑問詞では 「どこ」「なに」は理解 しているようでした。
フランス人一フランス語 に混同が見 られた。
○反省点と課題
こちらから質問しすぎてしまい、話が分散 してしまう。
Oさんが考えるための時間を十分とれていたか疑問。
(十分時間を与えず、こちらから選択肢を提示してしまう)
Oさんから担当者に向かう発話を引 き出すのが難 しいと感 じ
たQ
(数回うながしたが、できなかった)
・全体的に、目標事項 を 「話すこと」はで きたが、「学習するこ
と」ができたかわからない授業展開になってしまった印象。
(その点では、担当者どちらかに中心的な進行役を決めてから
授業を展開させたほうがよいのかもしれません)
2-6授 業記録
ビデオカメラ1台,テ ープレコー ダー1台 を設置 し,録 音 されたテープ
を用いて内容を中心に文字起こしを実施 しました。文字起こしの目的は,
一66一
「3.プ ログラムの実践 と分析」で活動 分析 として用い るためです。
3.プログラムの実践 と分析
3-1活動実践の具体例
ここでは,実際行われた活動展開の特徴に重点をおいて,活動の中でT
に要求されることを中心に分析,言及 したいと思います。下記の活動の実
践例は,文字化された活動記録とメーリングリス トを利用 したTの フィー
ドバックを基に,「話題/追 加話題」,「表現文型」,活動の 「展開」の項 目
にあたる 「活動サ ンプル」,筆者の意見を書 き加 えた 「活動サンプルか
ら」という項目で構成されています。
*実 践例①*
*話題/追 加話題:自 己紹介/私 のこ と
*表現文型 二① わた しは～です ② わた しは～の～です
*展開(発 話):T4→O→T3→O→T4→O
(話題):丁 自身のこと→O自 身の こと
(表現文型):① → ②
亜
T4私 は大 学 院生 で す 。Oさ ん も大 学 院生 で す か?
Oだ い が くい … …
T3(0が 大 学 院の 語 彙 が 理 解 で きな い と判 断,大 学 の 上 に大 学 院 が あ る とい う
構 造 の図 を描 く)う ん こうです 。 こ れ 大 学 で すuniversity
O:う ん
T3:だい が く。 だい が くい ん で す そ れ で これ は え え と
maSterCOUrSeこれ はdOCtOrCOUrSe
Oう ん う ん だい が くい
T3だ い が くい ん
0わ た し だ いが くい ん
T3の が くせ い です 。 これ は が くせ い(図 を見 なが ら)student
大 学 の学 生 です 大 学 院 の学生 で す 。 大 学 の 学 生 です 。大 学 院 の学 生 で す 。
○:だ い が くい ん の が くせ い で す 。
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T3:そうそ う ドク ター コ ー ス の が くせ い です 。
0:ド ク タ ー コー ス の が くせ い で す 。 わ た し だい が くい ん の が
くせ い で す 。 マ ス ター コー ス
マス タ ー コー ス のT3
マス タ ー コー ス の が くせ い です 。0
わた しも だ い が くい ん の が くせ い で す 。 マ ス ター コ ース の が くT4
せ い で
0:う ん
活動サ ンプルか ら
発話の順番 は丁 自身のこ とか ら出発 し,Oが その内容 を理解 した ところ
で,O自 身のこ とをTが 聞いてい くよ うにす ることによって,0の 活動 は
聞 く(導 入)→ 話す→聞 く→話す(確 認)の ようになる し,0がTの こと
について理解 しつつ,自 分のことが言いた くなる活動環境 をめ ざ していま
す。
*実 践例②*
*話題/追 加話題:私 の一日/昼ご飯を一緒に食べま しょう
*表現文型:① わたしは～が好きです ②わたしは～が食べた
いです ③何が食べたいですか
*展開(発話):T4⇔TlO→0→T4
(話題):Tが好 きな食べ もの ・食べたいもの→0が 食べたい
もの
(表現文型):① → ② → ③亜
丁4:で,Oさ ん,お 昼 ご飯,私 は寿 司が 好 きで す 。 お 好 み 焼 きが好 きで す 。 お好
み 焼 きが 好 きで す 。 寿 司 が 好 きで す 。 寿 司 が 食 べ た い で す 。(ロ ー マ 字 で
「～ た い」 と書 きなが ら)
O:う ん
T4:食べ た い です 。wa砿want,食べ た い です 。TlOさん,何 が 食べ た いで す か?
T10:そうで す ね。 私 は,カ レー,curry(書く),カ レーが 食 べ たい で す 。
T4:0さ ん は?
O:う 一 ん。(皆 笑)
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T4:0さんは,
TlO:何が食べたいですか?
O:私 は,ハ ンバーガーが食べたいです。
T4:ハンバーガーが食べたい?
活動 サ ンプルか ら
実際,TとOが ラ ンチ を一緒にす るため に,英 単語 と,既 習文型 ・語彙
を使 い なが ら,「丁同士 のや りと り」 を通 して,Oが 「～が食べ た い で
す」 とい う返事が可能 にな りました。そ して,Tに ついてのこ とを出発点
としなが ら,Tが 使 うコ ン トロールされた語彙や文型 によってOの 理解が
助 け られていることがわか ります。
*実 践例③*
*話題/追 加話題:自 己紹介/私 の家の こと
*表 現文型:① わた しの家 は～です ② わた しは～ にすんでい
ます
*展 開(発 話):T4→T3→0→T4→0
(話題):Tが 住 んでいる所 一→Oが 住 んでいる所
(表現文型):① → ②
活動サンプル(1)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
:私のいえ は横浜です。私は 横浜に住んでいます。
(0は今キムさんの家で宿泊中)キ ムさんは キムさんの家は
東陽町です。キムさんは 東陽町に住んでいます。
ふふん
0さんも いまnow東 陽町に住んでいます。
うん
T4さんは どこに住んでいますか?
うむ よこはま すんでいます
よこはま に 住んでいます。
0さんの お姉 さんはどこに住んでいますか。
おねえさん パリス
パリですか
パリに住んでいます
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アパ ー トは
活動サンプル(H)
?
?
?
?
?
?
?
フ ィ ッ シ ュ?ト ラ ンジ ッ トで す 。
フ ラ ンス 語 で?
わ た し ○ わ た し はOで す 。 フ ィ ッシ ュ トラ ンジ ッ ト
あ あ 名 前 トラ ン ジ ッ ト
(犬の 写 真 を見 なが ら)な ま え?
コ ロ コ ロ です 。 この 魚 の 名前 は な んで す か?
な まえ?ト ラ ン ジ ッ ト トラ ンジ ッ ト カ ナ ダ
活動サンプルから
活動の出発点は丁自身が住んでいるところです。そして,「私は～に住
んでいます」という文と,既習項 目である 「私の家は～です」の文が同じ
意味であることをOが気づ くことで 「パリに住んでいます」 という発話が
可能になったと考えられるで しょう。
このような活動の目的は,O自 身が自己紹介の中で自分が住んでいると
ころが話せることであると同時に,活動サンプル(1)で 気づいた経験が
土台となり,同じ日の活動サンプル(H)に あらわれるように,学習者自
身が自ら同じ形式で自分 に関することが説明できるようになることです。
*実 践例④*
*話題/追 加話題:自 己紹介/わ た しの家族 のこ と
*表現文型:① お母 さんはフランス語 で(英 語で)～ です
② ～は 日本語で ～(な ん)で す(か)
③ ～はなんですか
*展 開(発 話):T3→O→T3→O→T4→O
(話題):フ ランス語 を教 えて ください
(表現文型):① → ② → ③
活動サンプル(1)
T3:これは ん一 英語でペンソル フランス語でスティロ 日本語でなんです
か?
O:なん?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
日本言吾でなんですか?え んぴつ
んん
英語でペンソル フランス言吾でスティロ 日本語でエンピツ お母さんは日
本語でおかあさん フランス語で?
ああ メーハツ
メール できない・…一(笑い)お父さんはフランス語でなんですか?
ぺ一ハツ
これは これは なんですか?
フランス語?
うん
シアン
これは フランス語でシアンです。日本語でなんですか?(写 真)
ああ一 いぬ です。日本言吾で犬です。
活動サンプル(1)*話 題:あ なたのこと私のこと/私が好きなもの
?
?
?
?
?
?
私は千と千尋の本,買 いました。 日本語の
あ,そ う,へ 一,日 本語 の。
あ 一 日本 語 の,わ か りませ ん。 ん 一本,
日本 語 で何 です か?Beau樋掘?
きれ い
きれ い な本
きれ り?き れ い?き れ い な 本
… ん一日本語何?
活動サンプル(皿)*話 題:私の将来/私 がな りたい人
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ど う して 好 きで す か?ど う して,好 きで す か?
わか りませ ん。 私 は う 一ん,日 本 語 で なん で す か 。Children
子 供 。
子 供,私 は子 供 好 きで す 。 はい 。
で,カ ナ ダで フ ラ ンス 語 を教 え る と き に,カ ナ ダで フ ラ ンス 語 を教 え る と
き,総 合 をや って み た い です か?
う一 ん 。 う一 ん。Maybe(笑い)日 本 語 で なん で す か 。Maybe
たぶ ん 。
たぶ?
たぶ ん 。
たぶ ん 。(ノ ー トに書 く)た ぶ ん,た ぶ ん 。
ロ ン ドンで 高 校 生 に総 合 をで きる と思 い ます か?
たぶ ん(笑 い)。
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活動サンプルから
活動サンプル(1)は,ど こが家族の話なのかという反応が聞こえそう
だが,こ こでは家族の話の中から 「～はフランス語で(日本語で)何 です
か」 という表現文型を使 う状況を,0が どういう過程で理解 したかを見て
ほしいところです。そして,活動サンプル(1)と は別の日に行われた活
動サ ンプル(n)(皿)か ら,活動サンプル(1)で のOの 理解が反映 さ
れた模様が見 られます。0は 「～は何ですか」 という表現が自由自在に出
来たわけではありません。 しかし,「日本語でなんですか」 という表現を
使い,話 したい日本語の語彙を相手に聞くことが出来るようになったこと
は確かです。
3-2実践例の まとめ
① 活動展開の特徴
上記 の四つの実践 例の特徴 をまとめる と,次 の五つの項 目が挙 げ られ ま
す。この五つの項 目は,活 動の中でTに 要求 され ることと,活 動展 開の特
徴 に重点 をおいた内容 とな ります。
1.TとO問 はそれぞれ 自分 に関わる共通の話題 が必要 となる。 また,話
題 には,テ ーマ性が強い ものと,具 体的な ものの組合せの工夫がTに
要求 される。(実践例① ～④)
例:「私の思 い出一私 が見 た映画 ・私 がつ くった料理 ・私が行 った こ
とのあ る国」
2.発 話の順番 は丁自身の ことか ら出発 し,Oが その内容 を理解 したとこ
ろで,O自 身の こ とをTが聞いてい くようにす る。Tの 発話 を基 にす
る ことに よって,Oの 活動 は聞 く(導 入)→ 話す→ 聞 く→話 す(確
認)の ようになる ことで定着が促進 され る。(実践例①)
3.Tの 語彙の説明は,と きには媒介言語 を使 った り,絵 や写真 を使 った
りす る臨機応変 な対応が役 に立つ。 しか し,Oに 一つの語彙が定着す
るまでの混乱 を防 ぐためには,Tに は語彙 ・文型 のコン トロールが要
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求 される。(実践例②,メ ーリングリス トでのTの フィー ドバ ック)
例:「 私の母」 ではな く 「私のお母 さん」,「日本語学校 の教師」で は
な く 「日本語学校 の先生」,「なんで」 「なぜ」で はな く 「どうして」
4.OはTと の会話 か ら気づいた表現形式 が土 台 とな り,違 う話題で も自
ら運用で きるようになる。(実践例③)
5.話 題 の組合せ,表 現文型の組合せ,そ して,話 題 と表現文型 間の組合
せ は,そ れぞれ活動展 開のための工夫が必要 とされ る。(実践例④)
以上の うち,3・5は,い わゆる文型積み上げの 日本語教育 において も
重視 されている問題です。 ここか ら総合活動型 日本語教育 も,決 して従来
の文型積 み上 げの方法 を否定す るもので はない こ とが わか ります。す なわ
ち,本 プロジェク トを試みた結果,学 習者Oに とっての 「様々 な言いたい
こ と」 をTが引 き出す ために,活 動 中で用 い られ た語彙 や文型,色 々な表
現 な どは,「伝 統的 な 日本語教育」で使 われた こ とと,重 なる ところが非
常 に多い とい うことも分 りま した。 この事項 につ いては(注)を 参考 に し
て下 さい。
ただ し,1・2・4は,従 来の方法 とは異 なってい ます 。この3点 に共
通す るのは,言 語体験 を 自分の問題 として発展 しうるか とい う可能性 で
す。 「バ ーチ ャル リア リテ ィか ら具体的 な目標 へ」(細 川。2000)をあ る程
度裏付 ける結果 だろうといえ ます。
② 活動展開の問題点
本 プロジェク トをおこなって,よ り反省的 に捉 えるべ き事項 を二つ に ま
とめてみ ます。
1.目 的論の不在
学習すべ き,習 得 すべ き項 目を当面 の課題 として持 つ 日本語教育では な
く,「コ ミュニ ケーシ ョンす る」活動 自体 を目指す 日本語教 育では,学
習者 のコ ミュニケーシ ョンをどの ように支援,サ ポー トす るか を教師 は
熟 知 してい るこ とが必 要 です。 そ う しない場合,活 動が,た だ 「通 じ
た」 とい う感覚 に止 まって しまう危険性 があ ります。活動型 日本語教育
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が抱える問題点が,初 級 レベルですでに現砲るのは興味深いところで
す。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ど こで ・Jさ ん(Oの お 姉 さん)と,Oさ ん ,ど こ で,す し,
あ 一 は 一
食 べ ま したか?
どこ?
ど こ。 新 宿?東 陽 町?
あ あ 。 あ あ,東 陽 町,新 宿 。
東 陽 町,新 宿,す し。
あ あ,東 陽 町,新 宿,す しrestaurant。
い ろ い ろ 。
え 一,じ ゃ,Oさ ん と,Jさ ん,東 陽 町,東 陽 町,す し,す し。
す しバ ー。
上記の実践例 は 「コ ミュニケー ション」が行 われているよ うにも見受 け
られ ます が,こ こで止 まって しまうと,「活動 の場」が 「自然 習得 の
場」 と大差 な くなって しまう恐 れがあ ります。 だか らこそ,学 習者 との
コ ミュニケー シ ョンを目的 とす る 「教室活動」 では,教 師 は学 習者 の
「言 いたい こと」 に耳 を傾 けつつ,学 習者がそれ を目標 言語 で表現で き
るような支援,サ ポー トの工夫が必然 となると考 え ます 。
2発 言の固定化
7回 に及ぶ活動 の中で,O自 らが 「日本 語で何 ですか」 「あなたは」 と
Tに 質問をす る場面 も見え ましたが,全 体 的にはTと0の 立場が少 々固
定的で した。例 えば 「Tが昨 日したことを話す,Oに 昨 日 した ことを質
問す る→Oが 昨 日した ことを答 える→Oの 昨 日 した ことか らTが 質問 を
す る→OがTの 質問 に答 える」 の よ うな,「質問 をす るT」,「答 え る
○」 とい う立場 にな りか けた とい うこ とです。 よって,下 記 の実践例 の
太字の部分 の ような,TとOが 流動 的に立場 を変 えるためのTの 工夫 も
必要である と考 えます。
T2何 か聞きたいこと,なにがいいかな。
Oわ か りません。
T2T7さんに何か聞きたいことある?
Oさ ん… あん,う 一ん,な に,昨 日何や りました?
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T7:昨日・・ あ,昨 日,ア ルバ イ トしま した 。
4.結 論
本 プロジ ェク トの目的は,ゼ ロビギナーへ の 「総合活動 型 日本語教育」
の試み にあ りました。 また,学 習者 にとっては,学 習者 自ら言語習得の主
体 になって コ ミュニケーシ ョン活動の場 に参与 し,そ の中か ら 「問題」 を
発 見,解 決 してい く過程で もあ りま した。本 プ ロジェク トの学習 者Oに
とっての 「問題」 とは,「自分 の考 えている こと」 になる と思 われ ます 。
それ を 「日本語で どの ように表現 してい くか」 を,学 習者Oは 活動 を通 し
て,「体験」 してい くのではないか と思 われ ます。その 「体験」が 「問題
の解決」 に繋がるので はないで しょうか。
7回の活動で 「総合」の感想 について語 るのは,た しか に困難ではあ る
のですが,帰 国前 日のインタビューでOは,次 のように話 してい ます。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「総 合 」 は お も しろか っ たで す か?
はい,お も しろ い
お も しろか った 。
お も しろか った 。
何 が お も しろか っ た?
み ん な話 す,み ん な書 く。
フ ラ ンス語 で 「総 合」 が で き ます か?
た ぶ ん(笑)T:た ぶ ん?
た ぶ ん,で きます 。
ただ,こ のインタビューが,学習者Oが 体験した実践か ら本当に 「学習者
0自身の考えていること」を日本語で言えたのかどうかについて語っても
らわなかったことは反省点 として残 ります。
本プロジェクトは,計7回,一 人の学習者が対象となった小規模,短 期
間の日本語教育に過ぎないかも知れません。 しかし,「伝統的な日本語教
育」 と根本的な差異 を置いた試み として意義があると考えます。特 に,
2-4.教案作成で言及したように,「総合活動型 日本語教育」における教案
は,「固定的」なものではなく可変的 ・流動的に用いられることにな りま
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す。その反面,「伝統的な日本語教育」で用いられている教案は,教える
べき項目に教師が拘束され 「固定的」に用いられていると言っても過言で
はないと思います。つまり,コミュニケーションをとるための手段 として
学習項目が存在 し,そのために学習が必要であることを忘れ,項 目自体が
教育の目的になってしまうのです。言い換えれば,学習すべ き項目,習得
すべ き語彙・文型項 目を 「当面の課題」 として教えてきたのが 「伝統的な
日本語教育」だとすれば,本 プロジェク トは,活動のプロセスを通 して学
習者自ら 「自分の言いたいこと」を表現する為 に,必要な語彙や文型など
を見つけ出させるようにサポー トする,後行シラバスによる 「総合活動型
日本語教育」の試みでした。
5.お わりに
本稿 は,総 合活動型 日本語教育 の方法論 によって,ゼ ロビギナーへ どの
ようなことがで きるのか を試み たプロジェ ク トの実践報告です。学習 目標
としての語彙 ・文型 を固定 的に捉 えずに,あ くまで も学習者の発見 を待 ち
つつ,発 見 される語彙 ・文型の存在へ の気づ きを重視 しました。
しか し,こ の活動 については,理 論的 に了解 していて も実践する となる
とかな り難 しいこ とがわか りました。 この活動の設計 ・組織化 ・支援 には,
あ くまで もコ ミュニケーシ ョンとしての場面 を維持 しつつ,語 彙 ・文型 の
押 さえ を行 ってい くための相応の力量が必 要です。
たった1名 を対象 とした個人教授 の ようなプロジェク トは,ク ラス活動
とは異 なるといった批判 も十分 予想 しています。 また,今 回の実践では,
時問の制約のため,聞 ・話 を中心 に行 われ ま した。
今回のプ ロジェク トが決 して成功 した実践 である とはいいがたいのです
が,こ うした試み をきっかけに して,初 級 か らの 日本語教育のあ り方 につ
いて考えることがで きれば幸いだ と思い ます。本文で も指摘 され てい るよ
うに,こ の総合活動型 日本語教育は,従 来 の 日本語教育のノウハ ウを否定
す るものでもなく,む しろその ノウハ ウに基づ きつつ,言 語習得 の理念 に
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沿 った活動 をめ ざす とい うものです 。その ような一里塚 へ の第1歩 を,
今,踏 み出 した ところです。大方の ご教示 ・ご叱正 をいただけれ ば幸 いで
す。
(注)活 動の全体(表1〉
活動
回数 話題/追加話題 表現文型 語彙/追加表現
自己紹介/ 一 は～です(か) こんにちは はじめまして はい
私が今いるとこ ～ は～ ます(か 〉 いいえ ありがとうございます どう
ぞ フラ ンス イギ リス ロン ドン
カナ ダ オース トラ リア(等 の学習 者
Oが行ったことのある国名)学生 先
1 生 仕事 勉強 フランス語 英語
日本 語 バ イ オ リ ン ギ タ ー ク ラ
シ ック
フ ァ ミリー バー スデ イー す し 本
新宿 原宿 早稲田 秋葉原
～ さい 一分 ～ 月～ 日(数 字)
自己紹介/ ～ も一です 大学院 学生 研究 勉強 留学生
私のこと ～は～の ～で す 一か ら～まで 近いです 遠いです
私の家のこと ～は～ てい ます お父さん
2 私の家族のこと 一は (日本語で)何ですか お母さん さかな家族 どこですか
～は ～(何)が好 きです(か) 何ですか
きのうきょう あ した 自己紹介
います 住んでいます 好きです(か)
あなたのこと私のこと/ 、 ま～ます 旅行 遊ぶ(遊びに)翻訳 友達 お
私が好きなもの ～ ま～ませ ん 姉さん お兄さん 弟 妹
私の誕生日のこと 、 ま～ま した(か) 飲みます(飲みません)
～ ま一かったです(か) 食べ ます(食べません)
3 、 ま～を～ ました(か) 分かります(分か りません)
～ ま～へ ～ ました 働 きます(働 きました)お 菓子
～ ま～が好 きです おかしい きらい 誕生日 浅草
おいしい 眠い(眠かった)何が好 き
ですか どこですか 何ですか
好 きな こと ・好 きな もの/ ～ は～ ました や りました 書 きました 読みました
私が昨 日したこと 一 は～ ませんで した 買いました 食べ ました
～ は一かったで す 買い物 散歩 昼寝 音楽 語学
4 ～ は～が好 きで す 料理 店 おもしろい きれい
～ も～が好 きです で も なんで も ラー メン
とんかつ 豚肉
私の一日/ ～ は一たいで す(か) 予定 近い 遠い ～年間 毎週
お互 いの スケジ ュール 一 は～ に一回 ～ ます(か) しません しました 帰 ります 教え
の こ と 一は毎 日一 ます
申 み
よ9
昼ご飯 を一緒に食べ ま ～ま しょう(か) 勉強します 食べます 寝 ます した
芦 しょ う いです 食べたいです 行 きたいです
o
私が 今,し たい こ と 帰 りたいです
食べ ま しょう 帰 りま し ょう
韓国 肉 朝ごはん 昼ごはん 焼 き
鳥 上野 絵 動物園
インタ ビュー ス キー
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私の思い出/ 一は～ たいです どんな 映画 テレビ ビデオ 見ま
私が見た映画 ～は～ た くな いです した 見たことがあ ります
私が造った料理 一は～ ま した 日本料理 フランス料理 韓国料理
私が行 ったことのある ～ は～ た こ とが あ り ます 学生料理
6 国 (か〉 つ く りま した
～は～た こ とが あ りませ ん つくったことがあります 旅行 行き
たいです
行 ったことがあ ります 住んだことが
あります 人
私の将来/ ～ は～ ました 将来 な りたい(や りたい)です
私の趣味のこと ～ は一たい です どうして ～ほうが好きです
7
私がしたいこと
私がなりたい人
一 は～にな りたい です
どう して～ は～です か(ま
高い 多分 忘れました 知りません
一 ヶ月に一回 日焼け ひらがな ア
すか) ルバ イ ト い くら
～は 一のほ うがい いです
(表1)の表記基準として,「活動回数」とは 【～回目活動1と同じ意味であり,「話題」 とは,活動を
通して学習者 自身が話題化できる 【テーマ】に該当することであると同時に,活動の目的でもあ りま
す。「追加話題」は,【テーマ】と関わりのある活動で実際に使われた 【具体的なトピック】のことを表
します。「表現文型」および 「語彙/追加表現」は,話題/追加話題の基で行われた活動を文字化 した記
録を基にまとめました。
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